
「星とたんぽぽ」 

金子みすゞ 

青いお空の底ふかく、 

海の小石のそのように、 

夜がくるまで沈んでる、 

昼のお星は眼（め）にみえぬ。 

 

見えぬけれどもあるんだよ、 

見えぬものでもあるんだよ。 

散ってすがれたたんぽぽの、 

瓦のすきに、だァまって、 

春のくるまでかくれてる、 

つよいその根は眼（め）にみえぬ。 

見えぬけれどもあるんだよ、 

見えぬけれどもあるんだよ。 

        

 

新たなる旅立ち 

園長 山村 登洋 

 

２月の生活発表会には大勢の保護者、地域の皆様にご来園いただき、誠にありがとうございました。子

供たちの成長、さらに日頃の成果を子供たちが一生懸命に出し切ろうとしている姿に感動しました。また、

保護者の皆様によるアトラクションも大変盛り上がりました。幼稚園、園児、保護者・地域が一体感をもっ

た本村幼稚園ならではの生活発表会となりました。皆様のご協力、ご理解に感謝いたします。 

さて、平成３０年度の歩みもあと今月を残すだけとなりました。本

村幼稚園に通うお子さん一人一人が園生活を通していろいろなこ

とを学び体験し成長することができたのではないかと思います。 

りす組は、４月からの新たな幼稚園生活に向けての準備期間と

いってもよいでしょう。はと組はいよいよ小学校への進級の時です。

これまでに出会った友達、仲間そして先生たちとの大切な心の交

わりの中で幼稚園で経験したうれしかった事、楽しかった事、悲し

かった事、苦しかった事すべてが、宝物です。大切な園の思い出

の日々です。今まで園で培ったことを生かして小学校へ進んでほ

しいと願います。     

そして、これから迎える小学校生活は、さらに広い世界です。自

分のことだけという狭い世界から自分のまわりのすべてという世界

へと広がっていきます。そこには、期待や希望、不安の出会いが待

っています。そんな中にあっても、自分というかけがえのない存在

を大切にして、輝いていってほしいと願います。 

保護者の皆様、子供の成長は

一人一人違います。その子なり

の成長を見守り、認めてあげて

ください。すべてを認めてあげ

ることで子供の自己有用感も大

きく育ちます。是非、日常の生

活で心掛けていただければ幸    

いです。 

これから子どもたちがそれぞれの持ち味を発揮しながら新しい

世界へ飛躍してほしいと願っています。今年度、保護者の皆様のご協力、ご支援に深く感謝いたしま

す。ありがとうございました。 

 

本村幼稚園 ３月の園だより 

平成３１年２月２８日   港区立本村幼稚園長  山村 登洋  

 


